
第５・６学年 算数科学習指導案

【第５学年】

１．単元名 小数のわり算 （東京書籍－上Ｐ８７～９８）

２．単元について

（１）教材について

本単元のねらいは，「÷小数」の意味（除法の意味の拡張）と，その計算方法を理解させることで

ある。

第１小単元では，「２００÷２．５」のような除数が小数の計算を除数が整数の計算に帰着させる

ために，「被除数と除数に同じ数をかけても商は変わらない」という計算法則を用いて導く。この考

えをもとに除数が小数の除法の計算のしかたを形式化して筆算としてまとめ，計算の習熟を図ってい

く。さらに，純小数でわると商は被除数より大きくなることや小数の除法におけるあまりの位取り，

除法を適用して答えを概数で表すときの処理のしかたを理解させる。

第２小単元では，比較量，基準量が小数の場合でも，何倍かを除法で求めることができることや倍

を表す数が小数の場合も，□を用いるなどして基準量を求めることができることを理解させる。

（２）児童について

5学年の児童 2名は，算数が得意で既習の内容をよく理解している男子児童と，計算処理は素早く
できるものの，思考力ではやや劣る傾向のある女子児童である。2 名とも，与えられた課題に対して
素早く取り組み，自分なりの考えで何とか解決していこうとする態度がみられる等，意欲的に学習を

すすめ，既習内容をおおむね理解している。

事前指導では，レディネステストとして，第２単元「小数のかけ算とわり算」の小数×整数，小数

÷整数，第６単元「計算のきまりを見なおそう」の計算法則に関わる問題を行った。２名とも，計算

は正しく行うことができたが，わり算の性質についてはやや不十分な様子がみられたので，補充指導

して定着させておきたい。また，第７単元「小数のかけ算」の整数×小数，小数×小数についても，

実態把握と補充指導をして，定着させておきたい。

（３）指導にあたって

算数科のねらいと複式学級の実態を考慮し，以下に示す事項を指導に取り入れることにより，学習

効果を高め，目標にせまりたい。

①単元のねらいにせまるために

除法の意味の拡張としては，例えば，等分除の場合で，「２ｍの代金が２００円のリボン１ｍの値段」

の２００÷２は２００円の２等分と考えることはできるが，「２．５ｍの代金が２００円のリボン１

ｍの値段」の２００÷２．５は２００円の２．５等分では，意味が通じず，説明できない。そこで，

数直線図や言葉の式をもとにして，除法の意味を「１つ分の量」を求める計算という意味に拡張する。

計算のしかたは，除数と被除数に同じ数をかけても商は変わらないという計算のきまりを活用するこ

とによって，既習の整数の計算と同じ考え方で求めることができる。

②複式学級のよさを生かし，効率よく学習を行うために

・同領域類似内容の指導を基本とし，5学年「小数のわり算」と，6学年「分数のかけ算とわり算(2)」
を同じ時期に学習できるように，年間指導計画を調整する。

・1単位時間の指導において，可能な限り両学年の共通導入を行い，課題に対してスムーズに取り組
むことができるようにすることや，共通終末において，学習内容の共通性や類似性を見抜く力を育

てていきたい。

３．単元の目標

○除数が小数の場合の除法の意味とその計算のしかたについて理解し，それを用いる能力を高める。

また，計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。

《関心・意欲・態度》 ・除数が小数の場合でも，既習の整数の場合の数量関係などをもとにして，

除法の式に表そうとする。

《数学的な考え方》 ・整数の除法計算と関連づけて，除数が小数の除法計算のしかたを考える。

《表現・処理》 ・除数が小数の除法計算をすることができる。

《知識・理解》 ・除数が小数の除法の意味やその計算のしかたを理解する。



４．指導計画及び評価計画 【5学年】 １３時間
おもな評価規準 目標 時 内

容

《考》既習の整数÷整数，小数 などに関

けて，整数÷小数（ の ）の計算のし

かたを考えている。

《知》 わることの意味を

○小数でわることの意味と，整数÷小数（ の位まで）
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できる。

《考》数直線上で除数の大きさ

数と商の大小関係を考え

《知》純小数でわると，商が被

ことを理解している。
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５．本時の指導

（１）目
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（３）展開（指導過程A）
段

階
指導上の留意点及び評価と手だて 学習内容・活動

形

態

つ

か

む

6年生の問題と共通していること，異なってい
ることを確認する。

＊整数値（６÷５＝１．２）を示して，整数の除法

の構造と同じであることをとらえさせる。

＊わり算が適用できることから，式をたてさせる。

＊既習事項を想起させながら，課題を提示する。

＊数直線図やおよその数の計算から見当を付けさ

せる。

１．問題を読み、題意をとらえる。

６．５ｍの重さが７．８ｋｇの鉄のぼうが

あります。

この鉄のぼう１ｍの重さは何ｋｇですか。

２．式をたてる。

７．８÷６．５ 
３．課題をつかむ。

小数÷小数の計算のしかたを考えよう。 
４．見通しをもつ。

○ １ｋｇより，少し重い 
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＊整数になおして計算する方法で考えさせるよう

にする。

＊ぼうの長さが１０倍になれば，重さも１０倍にな

るが，１ｍの重さは変わらないことに気づかせる

ようにする。

《考》除法の性質を用いて既習の計算に帰着させ，

１／１０の位までの小数どうしの除法の筆算の

しかたを考えている。

５．自力解決をする。【個人学習】

○ ７．８ ÷ ６．５ ＝１．２ 
↓×10 ↓×10 

 ７８ ÷ ６５ ＝１．２ 
○ ノートに筆算形式で解いてみる。 直

接
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め

る

＊小数どうしの除法の筆算のしかたについて，自分

たちで考えたやり方を提示させる。

６．考えを発表し，学び合う。 
○ それぞれの解き方を発表し，よいところにつ

いて話し合う。 
直

接

７
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と

め

る

＊被除数と除数を等倍することにより，整数÷整数

の筆算に帰着させる。

＊小数点の処理に留意させる。

《知》小数÷小数の除法の筆算のしかたを理解して

いる。

７．まとめる

７．８÷６．５の商は，わられる数とわる数

の両方を１０倍した７８÷６５の商と等し

くなっています。

直
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＊電卓を使って答えを確かめさせる。 ８．適用問題を解く。【個人学習】 間

接

５

ふ

り

か

え
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＊本時の学習をふり返りながら，分かったことや感

想，友達の考えのよさ等を記述し，発表させる。

6 年生の学習（分数のわり算）にも目を向け、
意欲をもたせるようにする。

９．ふりかえる

○ 本時の学習について，自己評価と相互評価を

する。

○ 6年生に今日の学習内容を知らせる。

直

接

８



平成17年 ９月２８日（水）5校時
児童 ５年生 男１名 女１名 計２名 
６年生 男２名 女２名 計４名 

指導者 菅野 昇

【第６学年】

１．単元名 分数のかけ算とわり算（２） （東京書籍－Ｐ７１～８３）

２．単元について

（１）教材について

この単元のねらいは，除数が分数である場合の除法計算の意味とその計算のしかたについて理解し，

それを用いる能力を高めることである。

分数の除法の意味指導では，等分除の場面で１つ分の量（１あたりの量）を求める演算（全体量÷

いくつ分＝１つ分の量）ととらえる。これは，乗法の逆演算という意味もある。そして，分数の除法

の計算のしかたは，「わる数の分母と分子を入れ替えた分数をかける。」とまとめることができる。こ

の計算のしかたを導く過程を数直線図や除法に関する性質を根拠に，よく理解させたい。

また，分数の日常での活用場面として時間を扱う。実物の時計や図によって，視覚的にとらえるこ

とができるようにし，時間を分数表記することのよさに気づくようにする。

（２）児童について

6学年の児童 4名は，与えられた課題に対して前向きに取り組み，自分なりの考えをもって課題解
決しようとする態度がみられる。また，すすんで発表し互いの意見を交流しながら，より良い考え方

について理解していこうとする態度も，少しずつではあるがもつことができるようになってきている。

事前指導では，レディネステストとして，第３単元「分数のたし算とひき算」の通分，約分と，前

学年までの「小数のかけ算・わり算」の乗法・除法に関わる問題を行った。通分と約分，そして，小

数÷整数で不十分なところがみられたので，補充指導して定着させておきたい。また，第６単元「分

数のかけ算とわり算を考えよう（１）」の分数の乗法についても，実態把握と補充指導をして，定着

させておきたい。

（３）指導にあたって

算数科のねらいと複式学級の実態を考慮し，以下に示す事項を指導に取り入れることにより，学習

効果を高め，目標にせまりたい。

①単元のねらいにせまるために

児童にとって，分数どうしの乗法・除法に意味を拡張して理解することは，具体的なイメージを

もつことができず，難しいと考えられる。したがって，除法の場合は，「全体量÷いくつ分＝１つ分

の量」の関係がとらえられるように，被除数，除数と商の関係が整数や小数の時と同じになっている

ことを理解させたい。

特に本時は，計算の途中で約分すると簡単に処理できることを中心に扱うので，立式にはあまり時

間をかけず，計算の工夫を児童自らが見い出していけるようにすすめていきたい。

②複式学級のよさを生かし，効率よく学習を行うために

・同領域類似内容の指導を基本とし，5学年「小数のわり算」と，6学年「分数のかけ算とわり算(2)」
を同じ時期に学習できるように，年間指導計画を調整する。

・1単位時間の指導において，可能な限り両学年の共通導入を行い，課題に対してスムーズに取り組 
むことができるようにすることや，共通終末において，学習内容の共通性や類似性を見抜く力を育 
てていきたい。

３．単元の目標

○除数が分数である場合の除法計算の意味とその計算のしかたについて理解し，それを用いる能力を

高める。

《関心・意欲・態度》 ・分数÷分数の計算のしかたを，分数の性質や既習の計算と関連づけて考え

ようとする。

《数学的な考え方》 ・分数の性質や既習の計算をもとにして，分数÷分数の計算のしかたを考え

る。 
《表現・処理》 ・分数÷分数の計算ができる。

《知識・理解》 ・分数÷分数の計算の意味やその計算のしかたを理解する。



４．指導計画及び評価計画 【第6学年】1４時間
内

容
時 目標 おもな評価規準

１

・

２

○分数でわることの意味を理解する。

○真分数÷真分数の計算のしかたを理解し，その計算が

できる。

《関》分数の除法の意味を数直線図などを用いて

考えようとしている。

《考》図や計算のきまりを用いて既習の分数×整

数，分数÷整数の計算をもとにして，真分

数÷真分数の計算のしかたを考えている。

《表》真分数÷真分数の計算ができる。

３

本

時

○計算の途中で約分できるときは，約分すると簡単なこ

とを理解する。

《知》計算の途中で約分すると簡単に処理できる

ことを理解している。

４ ○整数÷分数の計算のしかたを理解し，その計算ができ

る。 
《表》整数÷分数の計算ができる。

５ ○３口の分数の乗除混合計算のしかたを理解し，その計

算ができる。

《表》３口の分数の乗除混合計算ができる。

分

数

の

わ

り

算

６ ○分数の乗除の立式について理解を深める。 《表》問題場面における数量の関係を，数直線図

を用いて立式することができる。

１ ○時間の分数表示について理解する。 《表》時間を分数表示して，問題解決に用いるこ

とができる。
時

間

と

分

数

２ ○学習内容を確実に身につける。 《表》学習内容を正しく用いて，問題を解決する

ことができる。

１ ○比較量，基準量が分数の場合も，何倍かは除法で求め

られることを理解する。

《考》比較量，基準量が分数の場合も，図などを

用いることによって整数倍に帰着して考え

ている。

２ ○倍を表す数が分数の場合も，何倍かにあたる大きさは

基準量×何倍で求められることを理解する。

《知》倍を表す数が分数の場合も，比較量を求め

るには，乗法を用いてよいことを理解して

いる。

分

数

の

倍

と

か

け

算

・

わ

り

算

３ ○倍を表す数が分数の場合も，基準量は比較量÷何倍で

求められることを理解する。

《表》倍を表す数が分数の場合も，□を用いるな

どして基準量を求めることができる。

ま

と

め

１

２

３

○学習内容の理解を確認する。 《知》基本的な学習内容について理解している。



５．本時の指導

（１）目標

○計算の途中で約分できるときは，約分すると簡単なことを理解する。

（２）評価規準及び具体の評価規準

具 体 の 評 価 規 準評価規準

十分満足できると判断

する視点（A）
おおむね満足できると

判断する視点（B）
努力を要する児童への

対応・手だて（C）
《知》計算の途中で約分

すると簡単に処理でき

ることを理解している。

計算の途中で約分をす

ることのよさを説明で

きる。

計算の途中で約分をす

れば，簡単に計算できる

ことがわかる。

学び合いで，計算の途中

で約分すると，簡単に計

算できることを，友達の

発表や教師の例示によ

り理解できるようにす

る。 

（３）展開・・・別紙

（４）6年生 板書計画

９／２８ P７１
（課題） （まとめ）

→

（式）
10
9 ÷

4
3

1
（答え）１ 

5

10
9 ÷

4
3
＝

10
9 ×

3
4

10
9 ÷

4
3
＝

10
9 ×

3
4

9 × 4 ３ 9 × ４ ２
＝ ＝

10 × 3 ５ 10 × 3 １
36      ６ １ 6 １

= = （１ ） = （１ ）
30      5 5 5 ５

約分してから

計算すると簡単です。

4
3
ｍの重さが

10
9
ｋｇの鉄のぼう

があります。

この鉄のぼう１ｍの重さは何ｋｇ

ですか。

分数のわり算の計算をくふうしよう。



（３）展開（指導過程A）
形

態
学習内容・活動 指導上の留意点及び評価と手だて

段

階

直

接

10

１．問題を読み，題意をとらえる。

4
3
ｍの重さが

10
9
ｋｇの鉄のぼうがあります。

この鉄のぼう１ｍの重さは何ｋｇですか。

２．わり算が適用できることを理解し，式を 
たてる。

÷

３．課題

分数のわ

５年生の問題と共通していること，異なっている

ことを確認する。

＊整数値（６÷５＝１．２）を示して，整数の除法の

構造と同じであることをとらえさせる。

つ

か

む

直

接

５

４．自力

間

接

10

５．考え

○ それ

いて

間

接

７

６．適用

直

接

５

７．まと

計算の途

ら計算す

直

接

８

８．ふり

○ 本時

する

○ ５年

10
9

10
9

4
3

をつかむ。

り算の計算をくふうしよう。
＊既習事項を想起させながら，課題を提示する。

解決をする。【個人学習】

÷ ＝（約分して）＝

＊前時までの学習を生かしながら，自力で解かせる。

＊他の考えを聞いて気づいていくように，自力解決で

や

っ

て

を

ぞ

話

問

め

か

の

。

生

36
4
3

= (約分なし) ＝

発表し，学び合う。【ガイ

れの解き方を発表し，よい

し合う。 

題を解く。【個人学習】

る

中で約分できるときは，約

ると簡単です。

える

学習について，自己評価と

に今日の学習内容を知らせ
5
6

きなくても，「たしかめる」段階に入るようにさせ

る。 
み

る

ド学習】

ところにつ

＊計算の工夫という視点で話し合うようにさせる。 た
し

か

め

る

＊自己採点しながら，取り組ませる。

《表》分数÷分数の計算ができる。

み

に

つ

け

る

分してか ＊できるだけ児童の言葉を使ってまとめる。

《知》計算の途中で約分すると簡単に処理できることを

理解している。

ま

と

め

る

相互評価を

る。

＊本時の学習をふり返りながら，分かったことや感

想，友達の考えのよさ等を記述し，発表させる。

5年生の学習（小数のわり算）にも目を向け，
やり方を確認する。

ふ

り

か

え

る

30


